
しまくとぅば副読本の制作発行

自然図鑑の制作発行

郷土資等の修復、公開及びシンポジウム開
催

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 ○年度

実　績 実施

市町村名 多良間村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名

3-⑤     多良間村自然文化継承事業 
  
  
  

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－３－（２）

30 3 該当箇所
担当部課名 教育委員会 教育課

事業実施
年度

平成
～

3-1-(4)-ア

沖縄の文化の源流を確認で
きる環境づくり

事業内容 多良間村の自然文化継承の保存のため、郷土資料の整理活用業務、自然図鑑の制作、方言副読本を制作する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 19,532 16,531 33,267 33,097 102,427

Ａ．予算現額 19,532 16,531 33,268 33,097 102,428

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

15,625 13,080 26,613 26,477 81,795

執行状況の説明 執行率は、１００％で計画的に執行できた。

しまくとぅば副読本の制作発行

目　標
( 実施  )

実　績 実施 実施 実施

自然図鑑の制作発行

目　標 ( 実施 ) ( 実施 ) ( 実施 )

実　績 実施 実施 実施 実施

郷土資等の修復、公開及びシンポジウム開
催

目　標 ( 実施 ) ( 実施 ) ( 実施 ) ( 実施 )

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

目　標 ( 完了 ) ( 発行  ) 

実　績

完了

完了 完了 完了

目　標

( 完了 )

( 完了 ) ( 完了 )

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 ○年度

実　績 発行

目　標 ( 発行  ) 

実　績 完了 発行

( 完了 )( 完了 )

完了



②ふるさと民俗学習館の観光客利用者数６５２人以上

目　標

実　績

( ６５２人以上)

７４３人

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R4年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 １６９人

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

状
況
説
明

【R４年度】
・ふるさと民俗学習館の村民利用者数は９５％となり目標を僅かに下回っている。
・ふるさと民俗学習館の観光客利用者数は１１９％となり目標を上回っている。
・シンポジウム来場者数は９０人で、目標を大幅に上回っている。
・ふるさと民俗学習館の来館者数は７０％となり目標を下回っている。

【　年度】
・

【　年度】
・

④ふるさと民俗学習館の来館者数延べ１，３００人以上
（H30目標）

目　標
( 1,300人以上)

実　績 ９１２人

①ふるさと民俗学習館の村民利用者数17７人以上

目　標
( 177人以上)

実　績 ９０人

③シンポジウム来場者数50人以上

目　標
(５０人以上)

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R４年度】
・ふるさと民俗学習館のホームページのリニューアル、デジタルアーカイブ、アーカイブツーリズムの充実を図り、当施設の紹介を広報誌やネットを通
して魅力の発信と認知度向上を図る。

【R４年度】
・村民の利用率が下回っていることについて、施設の認知度が低いことや
広報に課題があると思われる。
・イベントを開催し当該施設の更なる活用の促進を図る。
・来館者数の利用率が下回っていることについて、施設の認知度が低いこ
とや広報に課題があると思われる。

【R４年度】
・ふるさと民俗学習館の村民の施設利用について認知度向上や魅力の
発信、広報に努める必要がある。
・イベントの開催工夫改善を検討する必要がある。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）


